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で与え られる｡ 2体のretaTdedG-reen関数 声 を､温度 Oreen蘭数の解析

接続 としてもとめるとい う伝親的手法に従い,且つ これにGorJkovdecoupユー

ingの近似を施 して､ Tの温度表示として ,

r(I,I,,iwm)- 最 克 叫 r3時 臣 wnjr3･#(r,r;iwn-iwm)i
(trは Nambu spin8.PaCeに関 して とる〕 (6)

を うる,)(3)と(6)とか ら､denlSHyresponse functionの perj･odic

rJ･T雨TPara373eterdJ回 に関する摂動展開がえ られ る｡ 以上のスキームで､

periodicorder･間,ra汀〕eterの超音波吸収に対する効果 を考えてみ7th o
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外部か ら導入 した超音波 の影響下にある電子系に於ては､T'hermalPhc)non,

Impurit･y 等による散乱は ､格子系 と共.に動 く ｢新 しい座凍系｣に移って考

えれば ､ 通常o_3場合 と全 く同 じような摂動 として取扱 うことが出来るtl)(2)

ここでは､ThermalPhonorl,In:iPuriTJy等による散乱を含めて､一般に

Comple'x renormalization factorZ回 ,C(〕皿Plexgappa･raTTieもer

輔 で記述されるSupeTCOnducting叩StpJni3)に於ける超音波 (横波)級

収 を敬 il扱 うことにするO

今､Uユ.iTJraa･(micwaveによって生 じた Ve,ユociもy fieldを u(車･ij)-u0
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exp〔i(q.卜 叫 tjとする と､ ｢新 しい座標系tj)i･こよ る 系 の- I:)レトエア〆｡紘 一_

NambuNotaもiごつn を用いて､ 次のように表わされるO(但 し､ uo.〝 Z軸 .. q

/ケ Ⅹ軸 とする)
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(但 し､ <〔-':--〕チR.は､ 員o+員elで記述される系に於け る玉eもaTded

CLreen's FnJとする)

ここで､ EfelをRandom PhaseAppTOX･で考慮するtt5)
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(但 し､く仁 ]>LはI Ho で記述される系に於けるReもaT･dedGreerl/a Fn･

とする)

今､ tuotここAo,Vs≪ VF を考慮 して

･:i-:二 ± ~tt---:=二I-: --I::二 ::-- くljx,jx]菟 (,Do)
李:__.lp:_-I-_

nLIreenJs

ところで､く〔A,B〕二㌔ (a,o〕を求めるには､それに対応する'llhermal/鞍 .

≪二AB二を亘iQ,n)を求めて､ Complex o-planeの上半面で､解析接続すれば

よしへ ○ さて､夫々Ci)The-aユC}reen′sFnはHoで記述される系のOnePaI･一

七icleGreentSIFnを求めるのと同程度の近似で次のようになるO
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これ らを解析接続 した結果は､ 次の通bである｡
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今一､ J_TmpIL'3rity Scat･七,eTirlgのみの場合′を考えると､
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こ こで､ 掴…iz:3〔-a+(1+Z2〕ぬ -1(Z)〕

この結果は､仮説的にQuasi-particl_aModelを用いて導かれた Cleibor-

ne-Morseの衰 6)の Ju銅 i草ca揖onになってhると思 う｡

Phono1-1による散乱の場合を含めて･.ここで得 られた結果の､ よb詳細な考

察は､ 別 の機会に改めて述べた'vlと思 うC,

fief革renCe

(i)乱I.Blount Pbys･Bev･ユ主A_418(t59)

(2げ ･TsurietO Phys･Rev･j呈上402e'61〕
-A71-



研究会報告

(35Y.朗alrLbu

Y.Wada

D･J･Scalapino,

('.4)T･Tsune･tJO

(5)L P･Kadanoff,

K.Makュ

Phys･TieV･.､.Lil 648('60〕
(

phys･liev･lk A1481(,64)

J.mSchrieffer,J.W.WilkirlS

Phys･Rev･i4& 263(76G)

罰uLtgerS Uni-versiもyfiep(JrtCv64)

L I,Falko

(射し.T.Cldiborne･,A.W.Morse

Phys′･Rev･Å旦旦_AH70('64)

Phys･Rev･_搬 370('66〕

Phyts･TRev･ユ旦虹A893('64)

-A72-


